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Ｔ
Ｖ
番
組
の
合
間
に

流
れ
る
、
と
あ
る
コ

マ
ー
シ
ャ
ル
を
見

て
、
疑
問
を
抱
く
と

と
も
に
恐
ろ
し
さ
を

覚
え
る
こ
と
が
あ
る

▼
と
あ
る
世
帯
の
日
常
を
映
し
出

し
、「
子
供
は
夜
９
時
ま
で
に
寝
か

せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
、
子

供
の
成
長
や
道
徳
・
倫
理
観
を
強

調
す
る
。
一
方
、
貧
困
に
飢
え
苦

し
む
子
供
や
、
戦
地
で
難
民
と
な
っ

た
家
族
が
映
し
出
さ
れ
、「
み
ん
な

の
助
け
で
救
え
る
命
が
あ
る
」
と

呼
び
か
け
る
▼
前
者
は
そ
の
通
り

だ
と
感
じ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
後

者
に
対
し
て
は
違
和
感
を
覚
え
る
。

と
い
う
よ
り
、
疑
念
を
抱
か
ざ
る

を
得
な
い
と
い
っ
た
方
が
よ
い
か

も
し
れ
な
い
▼
戦
地
で
大
変
な
思

い
を
し
て
い
る
家
族
を
映
し
出
し
、

「
見
て
い
る
側
に
何
を
求
め
て
い
る

の
か
？
」
と
考
え
る
。
見
て
い
る

側
に
何
か
を
求
め
る
よ
り
も
、
そ

の
状
況
を
手
助
け
し
て
い
る
＝
戦

争
当
事
者
国
に
予
算
援
助
す
る

国
々
に
抗
議
す
べ
き
で
、「
人
殺

し
の
為
の
援
助
金
を
救
え
る
命
の

た
め
に
使
わ
せ
る
取
り
組
み
を
な

ぜ
し
な
い
の
か
？
」
と
、
腹
立
た

し
く
な
る
▼
今
年
、
最
年
長
の
孫

が
高
校
生
に
な
り
、
７
月
に
新
た

な
命
が
誕
生
し
た
。
そ
れ
も
二
つ
。

抱
え
た
腕
の
中
で
あ
ま
り
に
も
小

さ
な
体
。
し
っ
か
り
と
脈
打
ち
、

手
足
を
動
か
し
て
い
る
。
こ
の
小

さ
な
生
命
が
、
や
が
て
大
き
な
力

と
な
っ
て
社
会
を
つ
く
る
原
動
力

と
な
っ
て
い
く
▼
善
意
の
塊
の
よ

う
な
映
像
に
こ
こ
ろ
動
か
さ
れ
、

気
付
か
ぬ
う
ち
に
戦
争
当
事
者
の

片
棒
を
担
が
さ
れ
な
い
よ
う
に
育

て
る
こ
と
、
未
来
を
担
う
命
を
守

り
育
て
て
い
く
こ
と
が
、
私
た
ち

世
代
の
役
目
な
の
だ
ろ
う
。
改
め

て
目
の
前
の
小
さ
な
生
命
に
気
付

か
さ
れ
る
と
と
も
に
、
何
を
す
べ

き
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。（
宮
）
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６
・
10
　
原
子
力
資
料
情
報
室

共
同
代
表
の
伴
英
幸
さ
ん
が
逝

去
、
政
府
審
議
会
委
員
等
も
務

め
、
脱
原
発
で
精
力
的
に
活
動

６
・
15
　
Ｇ
７
は
首
脳
会
議
で

中
国
に
対
ロ
シ
ア
物
資
停
止
を

要
求
、
ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
の
軍

事
協
力
を
強
く
非
難
す
る
声
明

６
・
16
　
沖
縄
県
議
選
が
投
開

票
、
辺
野
古
反
対
・
容
認
勢
力

が
同
数
議
席
に
、
割
れ
る
民
意

６
・
18
　
プ
ー
チ
ン
露
大
統
領

が
24
年
ぶ
り
に
北
朝
鮮
訪
問
、

両
国
は
新
た
な
軍
事
同
盟
と
な

る
「
包
括
的
戦
略
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
条
約
」
を
締
結

６
・
19
　
改
正
政
治
資
金
規
正

法
が
自
・
公
両
党
の
賛
成
多
数

で
可
決
・
成
立
、
企
業
献
金
や

不
透
明
な
政
策
活
動
費
は
温
存

７
・
３
　
最
高
裁
が
初
め
て
旧

優
生
保
護
法
が
憲
法
違
反
の
判

断
、
国
に
賠
償
命
じ
る
判
決

７
・
４
　
英
総
選
挙
で
労
働
党

が
大
勝
し
て
政
権
交
代
、
ス

タ
ー
マ
ー
党
首
が
首
相
就
任

７
・
７
　
東
京
都
知
事
選
で
現

職
の
小
池
氏
が
三
回
目
の
当

選
、
都
議
補
選
は
自
民
党
が
３

議
席
減
の
惨
敗
▽
仏
総
選
挙
は

極
右
の
国
民
連
合
が
失
速
、
左

派
連
合
が
最
大
勢
力
に

月
間

た
、
翌
28
日
、
沖
縄
市
で
性
暴
力
の

根
絶
を
求
め
る
「
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ
in

Ｋ
Ｏ
Ｚ
Ａ
」
に
よ
る
、
米
兵
に
よ
る

少
女
誘
拐
暴
行
事
件
に
抗
議
す
る
集

会
と
デ
モ
が
嘉
手
納
基
地
第
２
ゲ
ー

ト
前
で
開
催
さ
れ
、
「
卑
劣
な
米
兵

に
尊
厳
を
引
き
裂
か
れ
た
」
「
沖
縄

の
問
題
で
は
な
く
、
日
本
全
体
の
問

題
」
「
基
地
撤
去
・
安
保
破
棄
め
ざ

し
闘
う
ぞ
」
な
ど
、
米
軍
に
対
す

る
怒
り
と
岸
田
政
権
、
警
察
・
検

察
を
厳
し
く
批
判
し
た
。

　
岸
田
政
権
は
「
中
国
の
脅
威
」

を
煽
り
、
米
軍
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を

正
当
化
し
て
い
る
。
こ
の
間
、
原

因
不
明
の
ま
ま
オ
ス
プ
レ
イ
の
飛

行
再
開
、
嘉
手
納
基
地
で
の
パ
ラ

シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練
な
ど
、
米
軍

　

沖
縄
県
で
６
月
25
日
、
在
日
米
軍
嘉
手
納
基
地
所
属
の
米
空

軍
兵
に
よ
る
少
女
へ
の
性
暴
力
事
件
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
沖

縄
県
で
繰
り
返
さ
れ
る
米
兵
に
よ
る
女
性
へ
の
性
暴
力
を
強
く

糾
弾
す
る
。

の
傍
若
無
人
さ
は
極
ま
っ
て
い

る
。
沖
縄
県
民
は
ど
れ
だ
け
犠
牲

を
強
い
ら
れ
る
の
か
。
岸
田
政
権

が
い
う
「
綱
紀
粛
正
」
「
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
配
慮
」
（
林
官
房
長
官
）

　
本
事
件
は
昨
年
12
月
に
発
生
。

兵
士
は
本
年
３
月
27
日
に
那
覇
地

検
に
よ
り
、
わ
い
せ
つ
誘
拐
・
不

同
意
性
交
で
起
訴
さ
れ
、
同
日
、

日
米
地
位
協
定
に
よ
り
身
柄
が
日

本
側
に
引
き
渡
さ
れ
た
。

　
起
訴
を
受
け
て
外
務
省
岡
野
事

務
次
官
は
、
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
駐
米

大
使
に
綱
紀
粛
正
と
再
発
防
止
を

申
し
入
れ
た
。
し
か
し
、
沖
縄
県

に
は
全
く
知
ら
さ
れ
ず
、
６
月
25

日
の
報
道
が
あ
る
ま
で
、
事
件
発

生
か
ら
半
年
、
起
訴
か
ら
３
カ
月

が
経
っ
て
も
沖
縄
県
は
事
件
を
把

握
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　
米
軍
と
岸
田
政
権
、
警
察
・
検

察
は
一
体
と
な
っ
て
、
半
年
に
わ

た
っ
て
事
件
を
隠
蔽
し
て
き
た
。

　
こ
の
半
年
間
は
、
１
月
に
沖
縄

県
が
中
止
を
求
め
る
中
、
辺
野
古

で
代
執
行
に
伴
う
新
基
地
建
設
工

事
の
強
行
、
３
月
に
エ
マ
ニ
ュ
エ

ル
駐
米
大
使
が
与
那
国
島
と
石
垣

島
を
訪
問
、
４
月
に
日
米
首
脳
会

談
、
６
月
16
日
に
投
開
票
さ
れ
た

沖
縄
県
議
会
議
員
選
挙
、
６
月
23

日
「
慰
霊
の
日
」
に
岸
田
首
相
の

訪
沖
な
ど
の
政
治
日
程
が
あ
り
、

沖
縄
県
内
で
事
件
へ
の
抗
議
の
声

が
高
ま
る
こ
と
を
恐
れ
た
も
の
と

推
察
さ
れ
る
。
県
民
の
命
と
安
全

よ
り
も
、
米
軍
と
「
政
局
」
を
優

先
す
る
岸
田
政
権
は
厳
し
く
弾
劾

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
在
日
米
軍
約
５
万
４
千
人
の
う

ち
約
３
万
人
が
駐
留
す
る
沖
縄
県

で
は
、
施
政
権
が
返
還
さ
れ
た

１
９
７
２
年
か
ら
昨
年
末
ま
で
、

米
軍
の
軍
人
や
軍
属
な
ど
が
刑

法
犯
罪
で
検
挙
さ
れ
た
件
数
は

６
２
３
５
件
に
も
及
び
、
う
ち
殺

人
や
強
盗
、
不
同
意
性
交
な
ど
凶

悪
犯
罪
は
５
８
６
件
、
摘
発
者
は

７
５
９
人
を
占
め
る
。

　
米
軍
に
よ
る
性
暴
力
事
件
で

は
、
被
害
者
の
多
く
が
泣
き
寝
入

り
を
強
い
ら
れ
、
表
面
化
し
て
い

る
摘
発
件
数
は
氷
山
の
一
角
に
過

ぎ
な
い
。
さ
ら
に
、
本
年
５
月
に

も
米
軍
兵
が
女
性
に
性
的
暴
行
を

し
て
逮
捕
・
起
訴
さ
れ
て
い
る
。

　
６
月
27
日
、
沖
縄
県
の
女
性
団

体
ら
が
県
庁
で
記
者
会
見
を
開

き
、
政
府
の
対
応
に
抗
議
す
る
と

と
も
に
事
件
を
公
表
し
な
か
っ
た

県
警
や
検
察
を
批
判
し
た
。
ま

は
欺
瞞
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。

　
米
軍
基
地
が
あ
る
限
り
性
暴
力

事
件
が
や
む
こ
と
は
な
い
。
す
べ

て
の
米
軍
基
地
の
撤
去
に
は
日
米

安
全
保
障
条
約
の
廃
棄
が
必
要
で

あ
る
。
日
本
の
恒
久
平
和
を
願
う

な
ら
、
玉
城
デ
ニ
ー
知
事
に
よ
る

「
地
域
外
交
」
を
支
持
し
、
沖
縄

県
民
と
連
帯
す
る
行
動
を
全
国
各

地
で
展
開
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
今
年
１
月
１
日
に
発
生
し
た

「
令
和
六
年
能
登
半
島
地
震
」

は
、
最
大
震
度
７
の
揺
れ
と
津
波

に
よ
っ
て
家
屋
の
倒
壊
・
損
壊
・

火
災
に
よ
る
消
失
、
ま
た
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
は
、
停
電
・
断
水
・
通

信
障
害
、
鉄
道
・
道
路
な
ど
の
交

通
・
物
流
な
ど
が
寸
断
さ
れ
、

石
川
県
、
富
山
県
、
新
潟
県
、
福

井
県
の
広
範
囲
で
多
く
の
人
が

被
災
し
た
。
災
害
関
連
死
も
含
め

２
７
０
人
以
上
が
亡
く
な
り
、
住

宅
へ
の
被
害
は
12
万
棟
を
超
え
る

甚
大
な
被
害
と
な
っ
た
。

　
国
労
本
部
は
１
月
29
日
、
被
災

者
の
生
活
支
援
や
安
心
・
安
全
な

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
、
さ
ら
に

被
災
地
の
復
旧
・
復
興
に
向
け

て
、
電
送
№
１
３
９
で
「
能
登
半

島
地
震
」
に
対
す
る
緊
急
支
援
カ

ン
パ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
指
示

を
発
信
し
、
全
国
の
組
合
員
や
仲

間
か
ら
総
額
２
９
０
万
円
を
超
え

る
カ
ン
パ
を
集
約
し
た
。

　
集
ま
っ
た
カ
ン
パ
は
輪
島
市
、

珠
洲
市
、
内
灘
町
に
災
害
義
援
金

の
寄
付
と
家
屋
に
損
傷
を
受
け
た

組
合
員
７
名
へ
の
お
見
舞
金
と
し

た
。

　
６
月
20
日
、
国
労
北
陸
地
方
本

部
の
藤
野
能
章
執
行
委
員
長
は
内

灘
町
役
場
で
川
口
克
則
町
長
と
面

会
し
、
中
央
執
行
委
員
長
を
代
行

し
て
災
害
義
援
金
を
渡
し
た
。
町

長
か
ら
義
援
金
に
対
す
る
御
礼
と

今
後
の
復
興
計
画
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
内
灘
町
は
地
震
で

「
液
状
化
」
に
「
地
盤
の
流
動
」

が
重
な
り
被
害
が
深
刻
化
し
、

建
築
物
応
急
危
険
度
判
定
「
危
険

（
赤
）
・
要
注
意
（
黄
）
」
の
家

屋
が
８
６
０
件
を
超
え
る
被
害
が

出
て
い
る
。

　
直
接
の
手
渡
し
が
出
来
な
か
っ

た
輪
島
市
、
珠
洲
市
へ
は
６
月
21

日
に
義
援
金
口
座
用
銀
行
口
座
に

振
り
込
み
さ
せ
て
頂
い
た
。

　
石
川
県
で
は
現
在
も
住
宅
の
被

害
に
よ
り
２
千
２
百
名
を
超
え
る

避
難
者
が
お
り
、
被
災
地
の
復

旧
・
復
興
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
と

い
っ
た
状
況
で
、
こ
の
先
も
継
続

し
た
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

  

能
登
半
島
地
震
の

 

被
災
地
に
災
害
義
援
金
を
届
け
る

地震の被災状況

  

繰
り
返
さ
れ
る
在
日
沖
縄
米
軍
に
よ
る

  

性
暴
力
に
抗
議
す
る

川口内灘町長（左）と藤野委員長

　
全
日
本
建
設
運
輸
連
帯
労
働
組

合
（
全
日
建
）
関
西
地
区
生
コ
ン

支
部
に
対
す
る
一
連
の
刑
事
弾
圧

事
件
の
う
ち
、
こ
の
一
年
間
で
３

件
の
無
罪
判
決
が
確
定
し
、
無
罪

を
主
張
し
て
き
た
組
合
員
の
べ
34

人
の
う
ち
、
じ
つ
に
11
名
が
無
罪

を
勝
ち
取
っ
た
。

　
関
西
生
コ
ン
支
部
に
か
け
ら
れ

た
不
当
極
ま
り
な
い
弾
圧
が
、
組

合
潰
し
の
た
め
に
仕
組
ま
れ
た
事

件
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
改
め
て
白

日
の
下
に
さ
ら
さ
れ
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
の
裁
判
で
の
流

れ
に
逆
行
し
て
、
労
働
委
員
会
で

争
わ
れ
て
い
る
不
当
労
働
行
為
事

件
を
め
ぐ
っ
て
は
、
中
央
労
働
委

員
会
が
解
雇
撤
回
・
原
職
復
帰
な

ど
の
初
審
命
令
を
完
全
に
覆
す
命

令
を
言
い
渡
す
な
ど
異
様
な
事
態

が
続
き
、
弁
護
団
か
ら
も
危
惧
す

る
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
現
状
認
識
を
共

有
し
な
が
ら
、
今
後
の
関
西
生
コ

ン
闘
争
に
つ
い
て
検
証
す
る
た
め

関
西
生
コ
ン
を
支
援
す
る
会
主
催

の
「
関
西
生
コ
ン
事
件
・
第
５
回

検
証
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム—

中
央
労
働

委
員
会
は
変
質
し
た
の
か—

」

が
、
７
月
３
日
に
東
京
都
千
代
田

区
の
連
合
会
館
で
開
催
さ
れ
た
。

　
日
本
労
働
弁
護
団
事
務
局
長
・

常
任
幹
事
の
竹
村
和
也
弁
護
士
の

特
別
報
告
を
受
け
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
北
健
一
さ
ん
を
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
に
、
支
援
す
る
会
共
同

代
表
の
海
渡
雄
一
弁
護
士
、
関
西

生
コ
ン
弁
護
団
の
三
輪
晃
義
弁
護

士
を
交
え
て
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
、
関
西
生
コ
ン
支

部
の
組
合
員
と
共
に
、
組
合
潰
し

に
屈
せ
ず
闘
い
続
け
る
決
意
を
固

め
合
っ
た
。

  

関
西
生
コ
ン
支
部
と
共
闘
し

 

組
合
潰
し
を
跳
ね
返
そ
う

◎
仙
台
地
方
本
部
・
仙
台
総

合
車
両
所
支
部
・
車
体
分
会
28

歳
　
７
月
１
日
付

◎
名
古
屋
地
方
本
部
・
名
古

屋
分
会
・
Ｊ
Ｒ
関
連
会
社
51
歳
　

７
月
６
日
付
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Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
６
月
21
日
、
基

準
内
賃
金
の
１
・
90
ヵ
月
分
、
７

月
４
日
を
支
払
日
と
す
る
回
答
を

示
し
た
。
国
労
は
、「
昨
年
よ
り

プ
ラ
ス
の
回
答
で
あ
る
事
は
評
価

を
す
る
が
、
兼
ね
て
か
ら
述
べ
て

い
る
よ
う
に
会
社
か
ら
の
社
員
へ

の
強
い
明
確
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
な

く
、
国
労
の
要
求
と
あ
ま
り
に
も

か
け
離
れ
て
い
る
。
会
社
の
原
動

力
は
、
何
よ
り
も
そ
こ
に
働
く
社

員
で
あ
り
、
全
て
の
社
員
は
『
鉄

道
員
の
使
命
』
を
持
っ
て
、
北
海

道
の
発
展
を
支
え
て
い
る
事
を
全

く
考
慮
し
て
い
な
い
。
社
員
の
労

苦
に
報
い
る
と
述
べ
て
は
い
る
が

『
働
き
が
い
の
向
上
・
人
材
の
確

保
』
の
視
点
に
立
っ
た
回
答
で
は

な
く
、
到
底
納
得
で
き
る
も
の
で

は
な
い
」
と
強
く
抗
議
の
上
、
持

ち
帰
り
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

Ｊ
Ｒ
四
国
は
６
月
24
日
、
基
準
内

賃
金
の
１
・
86
ヵ
月
分
、
７
月
８

日
を
支
払
日
と
す
る
回
答
を
示
し

た
。
夏
季
手
当
に
つ
い
て
会
社
は
、

「
従
業
員
一
人
ひ
と
り
が
当
社
の

社
会
的
使
命
を
果
た
す
べ
く
、
各

職
場
で
互
い
に
協
力
し
て
人
員
の

不
足
を
補
い
合
い
な
が
ら
職
責
を

全
う
し
た
点
や
、
労
使
一
体
と

な
っ
た
諸
課
題
へ
の
取
組
み
を
最

大
限
考
慮
す
る
と
と
も
に
、
人
材

の
確
保
・
定
着
の
観
点
な
ど
も
踏

ま
え
、
上
記
の
と
お
り
会
社
と
し

て
精
一
杯
の
回
答
と
し
ま
し
た
」

と
説
明
し
た
。

　
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
は
６
月
４
日
、

基
本
給
×
２
・
５
ヵ
月
＋
特
別
加

算
１
・
４
ヵ
月
分
と
す
る
回
答
を

示
し
た
。
本
部
は
、「
昨
年
を
上
回

る
回
答
に
つ
い
て
一
定
の
評
価
は

す
る
が
、
２
０
２
４
年
３
月
期
決

算
は
増
収
増
益
で
あ
り
、
嘱
託
社

員
の
労
働
条
件
改
善
に
向
け
た
考

え
方
も
乖
離
が
大
き
い
」
と
、
持

ち
帰
り
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
貨
物
は
６
月
13
日
、
基
準

内
賃
金
の
１
・
61
ヵ
月
分
と
す
る

回
答
を
示
し
た
。
回
答
は
、
前
年

比
０
・
01
ヵ
月
分
減
額
、
３
年
連

続
の
減
額
と
な
る
極
め
て
不
満
の

残
る
回
答
で
あ
っ
た
。
本
部
は
回

答
後
、
貨
物
会
社
の
低
額
回
答
に

対
し
、
闘
争
指
示
第
67
号
を
発
し

て
、
本
社
・
支
社
に
対
す
る
抗
議

の
取
り
組
み
を
６
月
20
日
ま
で
実

施
し
た
。
本
部
は
６
月
20
日
、「
夏

季
手
当
満
額
獲
得
に
向
け
た
全
国

か
ら
の
奮
闘
、
創
意
工
夫
し
た
取

り
組
み
に
感
謝
し
、
２
０
２
４
年

度
夏
季
手
当
に
つ
い
て
妥
結
す

旅
客
６
社
は
増
額
、

貨
物
は
０
・
 01
ヵ
月
の
減
額

　

国
労
の
２
０
２
４
夏
季
手
当
の
取
り
組
み
は
、
春
闘
期
に
確

定
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
・
東
海
・
西
日
本
・
九
州
を
除
く
、

Ｊ
Ｒ
３
社
と
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
に
対
し
て
、「
前
年
度
実
績
を
上
回

る
要
求
月
数
」
を
申
し
入
れ
、
団
体
交
渉
を
積
み
重
ね
、
６
月

24
日
に
全
社
回
答
が
出
揃
っ
た
。
旅
客
６
社
は
前
年
比
増
額
と

な
っ
た
が
、
貨
物
は
３
年
連
続
の
減
額
と
な
っ
た
。

る
」
と
の
本
部
見
解
を
発
し
た
。

　
尚
、
Ｊ
Ｒ
各
社
の
回
答
は
、
国

労
統
一
要
求
か
ら
か
け
離
れ
た
回

答
で
あ
っ
た
が
６
月
24
日
を
も
っ

て
、
全
社
で
妥
結
・
整
理
を
図
っ
た
。

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
工
事
が

原
因
で
水
位
が
低
下
か

　
岐
阜
県
瑞
浪
市
北
部
大
湫
町
地

区
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
ト
ン
ネ

ル
掘
削
（
日
吉
ト
ン
ネ
ル
）
工
事

が
原
因
と
み
ら
れ
る
井
戸
や
溜
池

の
水
位
低
下
が
２
月
か
ら
相
次
い

で
起
こ
っ
て
い
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
が
瑞
浪
市
大
湫
町
の

2 0 2 4  
夏季手当

2022年度夏季手当の回答状況 2022年6月　国鉄労働組合

会社名

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

1.60ヵ月

2.30ヵ月

2.20ヵ月

1.35ヵ月

1.64ヵ月

1.72ヵ月

4.20ヵ月

1.60ヵ月

2.00ヵ月

2.20ヵ月

1.30ヵ月

1.21ヵ月

1.25ヵ月

1.77ヵ月

4.20ヵ月

7月４日

6月28日

6月30日

6月30日

7月７日

6月30日

7月８日

6月30日

同月数

0.30ヵ月増

同月数

0.04ヵ月増

0.14ヵ月増

0.39ヵ月増

0.05ヵ月減

同月数

6月21日

6月７日

3月18日

3月31日

6月22日

6月９日

6月17日

5月25日

本年度実績前年度実績 支払日 前年比 回答日

1.34ヵ月
＋5万円

2024年度夏季手当の回答状況 2024年6月　国鉄労働組合

会社名

北海道

東日本

東　海

西日本

四　国

九　州

貨　物

ソフト
バンク

1.90ヵ月

2.7ヵ月

3.0ヵ月

1.86ヵ月

2.50ヵ月

1.61ヵ月

3.9ヵ月

2.5ヵ月
＋5万円

2.6ヵ月
（年間臨給5.2ヵ月）

2.1ヵ月
（年間臨給4.2ヵ月）

1.71ヵ月

2.70ヵ月

1.59ヵ月

2.15ヵ月

1.62ヵ月

3.7ヵ月

7月４日

6月26日

6月28日

6月28日

7月８日

6月28日

7月５日

6月28日

0.19ヵ月増

0.05ヵ月増

0.3ヵ月増

0.5ヵ月増

0.27ヵ月増

0.35ヵ月増

0.01ヵ月減

0.2ヵ月増

6月21日

3月８日

3月12日

3月12日

6月24日

3月15日

6月13日

6月４日

本年度実績前年度実績 支払日 前年比 回答日

　
賃
金
引
上
げ
に
は
、
最
低
賃
金
の

引
き
上
げ
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
委
員
会
は
６
月
３
日
に

厚
生
労
働
省
に
対
し
要
請
行
動
を
行

い
、
６
月
17
日
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
全

国
交
流
会
を
開
催
し
た
。

　
第
68
回
中
央
最
低
賃
金
審
議

会
・
第
１
回
目
安
小
委
員
会
が
６

月
25
日
に
厚
生
労
働
省
で
開
催
さ

　

24
春
闘
で
は
、
大
企
業
を
中
心
に
大
幅
賃
上
げ
が
実
現
さ
れ
た

と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
中
小
・
零
細
企
業
労
働
者
、
非

正
規
雇
用
労
働
者
の
多
く
は
、
こ
う
し
た
流
れ
に
取
り
残
さ
れ
、

急
激
な
物
価
高
騰
の
中
で
実
質
賃
金
も
下
が
り
続
け
て
い
る
。

れ
た
が
、
全
労
協
・
２
０
２
４
け

ん
り
春
闘
全
国
実
行
委
員
会
、
全

労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員
会
、

最
低
賃
金
大
幅
引
き
上
げ
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
委
員
会
の
三
団
体
は
、
全

て
の
働
く
仲
間
が
取
り
残
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
、
最
低
賃
金
の

大
幅
引
き
上
げ
を
求
め
て
、
厚
生

労
働
省
前
で
の
宣
伝
行
動
を
取
り

組
ん
だ
。

　
宣
伝
行
動
で
は
、
全
労
連
の
秋
山

副
議
長
が
「
労
働
者
の
４
割
を
占
め

る
非
正
規
労
働
者
の
生
活
改
善
に
は

最
賃
の
引
き
上
げ
が
不
可
欠
。
地
方

議
会
か
ら
人
材
確
保
の
た
め
地
域
間

格
差
を
是
正
し
、
全
国
一
律
化
を
求

め
る
意
見
書
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

全
国
か
ら
声
を
上
げ
て
行
こ
う
」
と

訴
え
、
全
労
協
の
渡
邉
議
長
は
、

「
最
賃
近
く
で
働
く
労
働
者
が
増
え

た
。
低
賃
金
に
喘
ぐ
労
働
者
の
生
活

改
善
が
必
要
だ
」
と
述
べ
、
全
国
一

般
全
国
協
の
平
賀
委
員
長
も
、
「
全

労
働
者
の
30
％
が
最
賃
レ
ベ
ル
に
張

り
付
い
て
い
る
。
中
央
審
議
会
・
地

方
審
議
会
と
も
公
開
性
を
高
め
、
労

働
者
の
生
の
声
を
聴
き
、
最
賃
を
今

す
ぐ
１
５
０
０
円
に
引
き
上
げ
、
私

た
ち
の
要
求
１
７
０
０
円
の
実
現

を
」
と
訴
え
た
。

　
宣
伝
行
動
で
は
、
中
央
最
低
賃
金

審
議
会
・
目
安
小
委
員
会
の
開
催
に

合
わ
せ
て
、
毎
回
宣
伝
行
動
を
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
、
７
月
10
日
・

18
日
は
東
京
都
千
代
田
区
の
東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
前
、
23
日
に
厚
生
労

働
省
前
に
て
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き

上
げ
を
訴
え
た
。

　
ま
た
、
７
月
20
日
に
は
三
団
体

主
催
に
よ
る
「
最
低
賃
金
全
国
一

律
１
５
０
０
円
以
上
実
現
共
同
ア

ク
シ
ョ
ン
」
を
新
宿
駅
東
口
ア
ル

タ
前
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
新
宿
駅

一
周
の
デ
モ
に
よ
り
最
低
賃
金
引

き
上
げ
を
市
民
に
訴
え
た
。

　
目
安
小
委
員
会
で
４
回
の
審
議

を
経
て
も
目
安
額
が
決
ま
ら
ず
、

審
議
が
継
続
さ
れ
25
日
に
中
央
最

低
賃
金
審
議
会
は
、
47
都
道
府
県

で
一
律
50
円
を
引
き
上
げ
、
全
国

で
平
均
１
０
５
４
円
の
答
申
を
出

し
た
。

　
今
後
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
都
道
府
県
ご
と

の
最
低
賃
金
が
８
月
に
決
定
さ
れ

る
。
地
方
で
の
最
低
賃
金
審
議
会

へ
の
要
請
な
ど
の
取
り
組
み
を
強

め
、
最
低
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ

を
勝
ち
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

32
箇
所
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
共

同
水
源
３
箇
所
、
個
人
宅
井
戸
９

箇
所
、
溜
池
２
箇
所
の
合
計
14
箇

所
で
水
位
の
低
下
が
判
明
し
た
。

そ
の
う
ち
清
水
水
源
は
４
月
に
枯

渇
し
て
い
た
。

　
古
田
岐
阜
県
知
事
は
「
地
下
水

低
下
は
住
民
生
活
に
直
結
す
る
問

題
だ
。
県
と
し
て
も
強
い
懸
念
を

抱
い
て
い
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
、

Ｊ
Ｒ
東
海
に
徹
底
し
た
調
査
に
よ

る
原
因
究
明
を
求
め
た
。

　
Ｊ
Ｒ
東
海
の
丹
羽
社
長
は
、
５

月
16
日
に
工
事
を
中
断
し
て
ボ
ー

リ
ン
グ
調
査
を
し
、
地
質
の
詳
細

な
状
況
を
調
べ
る
と
表
明
し
た
。

 

第
１
０
４
回
「
19
日
行
動
」

米
兵
に
よ
る
性
暴
力
を
許
さ
な
い

　
戦
争
さ
せ
な
い
・
９
条
壊
す

な
！
総
が
か
り
行
動
実
行
委
員
会

と
９
条
改
憲
Ｎ
Ｏ
！
全
国
市
民
ア

ク
シ
ョ
ン
共
催
の
「
米
兵
に
よ
る

性
暴
力
を
許
さ
な
い
！
政
府
は
隠

ぺ
い
す
る
な
！
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
改
定
を
！
７･

19
国
会
議

員
会
館
前
行
動
」
が
、
７
月
19
日

に
衆
議
院
第
二
議
員
会
館
前
を
中

心
に
開
催
さ
れ
、
労
働
者
・
市
民

７
５
０
人
が
参
加
し
た
。

　
主
催
者
を
代
表
し
て
、
憲
法
共

同
セ
ン
タ
ー
の
米
山
淳
子
さ
ん

が
、
「
６
月
に
発
覚
し
た
沖
縄
の

米
兵
に
よ
る
少
女
暴
行
事
件
と
、

事
件
を
隠
蔽
し
た
日
本
政
府
に
対

し
て
満
身
の
怒
り
を
こ
め
て
抗
議

す
る
。
日
米
地
位
協
定
を
抜
本
改

定
し
、
辺
野
古
新
基
地
建
設
を
許

さ
ず
沖
縄
の
基
地
を
撤
去
し
、
岸

田
内
閣
に
よ
る
戦
争
す
る
国
づ
く

り
を
や
め
さ
せ
よ
う
」
と
挨
拶
し

た
。

　
政
党
か
ら
は
、
立
憲
民
主
党
の

大
島
敦
衆
院
議
員
、
社
民
党
の
大

椿
裕
子
参
院
議
員
、
日
本
共
産
党

の
吉
良
よ
し
子
参
院
議
員
が
挨
拶

し
、
「
日
本
政
府
は
少
女
暴
行
事

件
で
加
害
者
で
あ
る
米
兵
を
守
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
米
国
言

い
な
り
の
日
本
政
府
を
厳
し
く
批
判

す
る
。
一
人
ひ
と
り
の
声
が
届
く
政

治
に
す
る
た
め
に
全
力
を
挙
げ
る
」

と
訴
え
た
。
な
お
、
「
沖
縄
の
風
」

の
伊
波
洋
一
参
院
議
員
か
ら
は
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
こ
う
し
た
状
況
に
住
民
は
「
Ｊ

Ｒ
東
海
の
対
応
に
誠
実
さ
が
感
じ

ら
れ
な
い
」
と
発
言
し
て
い
る
。

　
近
隣
の
住
民
も
不
安
を
感
じ
、

恵
那
市
で
は
今
後
、
井
戸
の
水
位

や
川
、
湧
き
水
の
水
量
な
ど
水
の

調
査
も
検
討
す
る
。
ま
た
中
津
川

市
で
も
市
内
の
井
戸
な
ど
の
状
況

調
査
の
方
針
を
決
め
て
い
る
。

　
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
は
国
家
的

な
事
業
と
し
て
行
わ
れ
て
い
る

が
、
何
か
が
起
き
れ
ば
い
ち
早
く

情
報
を
開
示
す
る
姿
勢
が
重
要
で

あ
り
、
そ
れ
こ
そ
Ｊ
Ｒ
東
海
が
約

束
し
た
「
責
任
あ
る
建
設
主
体
」

だ
と
い
え
る
。

7・20最賃共同アクション

全国一律1500円を訴える参加者

  
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
が
47
都
道
府
県
で

 
一
律
50
円
引
上
げ
を
答
申




